
1. リスクアペタイト・フレームワークの位置付け

リスクアペタイト・フレームワーク（RAF）とは、当グループ
の社会的役割および経営理念に基づき、経営が策定した経
営戦略の実現のため、リスクキャパシティの範囲内で、リス
クアペタイト（経営計画達成のために進んで受け入れるべき
リスクの種類と総量）を決定するプロセス、およびそれを支
える内部統制システムから構成される全社的な経営管理の
枠組みをいいます。

当グループのリスクアペタイト・フレームワークは、収益力
強化とリスク管理高度化の両立を主な目的とし、リスクアペ
タイトの設定・伝達・監視を通じた、資本配分や収益最大化
を含むリスクテイク方針全般に関する検討・決定プロセスの
透明性の向上、ならびに当グループ内の共通言語として用い
ることによる経営資源配分の最適化・迅速化およびモニタリ
ング態勢強化の両立を進めるものです。

2. リスクアペタイトの運営

（1）リスクアペタイトの決定
当グループでは、リスクを、取るリスク（リターンを生み出
す活動に付随して発生するリスク）と、回避すべきリスク（コ
ンダクトリスクなど、当グループとして許容しないリスク）の
二つに分類しています。
当グループのリスクアペタイト・フレームワークでは、ミッ

ション・ビジョン・バリューを踏まえ、経営の大方針となるリ
スクテイク方針を定めるとともに、ストレステストの結果を
考慮の上リスクアペタイト指標を設定し、取締役会で決議し
ます。また、取締役会で定めた方針の範囲内で、ビジネスご

とにより詳細なリスクテイク方針とリスクアペタイト指標を
設定し、経営会議で決議します。
リスクテイク方針とリスクアペタイト指標は、経営計画と
整合的に決定しており、年1回以上もしくは必要に応じて随
時見直しを実施しています。

（2）リスクアペタイトのモニタリング
リスクアペタイト指標は、当グループのビジネスモデルを
踏まえた適切なリスクテイクが行われていることを検証する
ため、リターン・リスク・コストの三つの観点からそれぞれ指
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標を設定し、定期的にモニタリングを実施します。また、リス
クアペタイト指標が設定した水準から乖離した場合には、要
因を分析の上、対応策の実行または設定水準の見直しなど
を実施します。

（3）リスクガバナンス
リスクガバナンスは、コーポレートガバナンスの一部を構
成し、リスクアペタイトの明確化およびこれらのモニタリン

グを通じ、適切なリスクテイクや、リスクを特定・計測・管理・
コントロールする枠組みをいいます。
当グループは、健全な発展を目的として、リスクガバナンス
の高度化を推進します。
当社は、コーポレートガバナンス高度化の取り組みとして、

リスク委員会や利益相反管理委員会などにおける議論を通
じ、リスクアペタイトの運営の高度化に取り組んでいます。

取締役会

監督

執行

• RAFに関する基本的事項およびリスクアペタイト・ステートメント（RAS）の決定
• 当該決定事項に基づく業務執行の監督

監査委員会 • RAFに関する基本的事項に基づく業務執行の監査

利益相反
管理委員会 • 利益相反管理態勢の妥当性検証および取締役会への提言

リスク委員会 • RAFに関する運営・執行状況の審議および取締役会への提言

経営会議
• RAFに関する基本的事項およびRASの立案　
• RAFの高度化およびRAFに基づく業務執行

利益相反管理
高度化委員会 • 利益相反管理態勢の整備・強化と実施状況のチェック

経営リスク
管理委員会

• RAFの高度化およびRAFに基づく業務執行の推進
• RAFに関する運営状況のモニタリング
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■ リスクアペタイト・フレームワークの運営体制

3. リスク文化の醸成と浸透

当グループでは、リスク文化を「信託の受託者精神に基づ
く高い自己規律の下、リスクの適切な評価を踏まえたリスク
テイク、リスク管理、リスクコントロールを機動的に実行する
当グループの組織および役員・社員の規範・態度・行動を規
定する基本的な考え方」と定義しています。
当グループでは、リスク文化の醸成・浸透のため、ビジネス

ごとのリスクテイク方針を策定し、経営戦略を明確にすると

ともに、社員全員が、適切なリスクテイクを通じて健全性を
確保し、持続可能なビジネスモデルを構築していくことを目
指しています。また、リスクアペタイト・フレームワークを明文
化したリスクアペタイト・ステートメントを策定し、当グルー
プの共通言語として、グループ内のリスクアペタイトに関す
る活発な議論に活用しています。
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